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研究成果の概要（和文）：本研究は、災害臨床現場における心のケアと支援者支援に必要な課題を継続的に現地
視察と調査を繰り返す参加型アクションリサーチやデザイン思考の手法により明らかにすることであった。2019
年度は、令和元年東日本台風に関する災害調査と心のケア支援を行い、カウンセリングとタッチケアによる心理
的回復効果の解明を試みた。2020年度はオンラインで国際シンポジウム「子ども中心の持続可能な発展のための
就学前教育」を開催し、「子どもの権利」について討議を行った。2021年度は、保育者向けの防災教育プログラ
ムを開発し、命の大切さを学ぶ研修になっていることを確認した。

研究成果の概要（英文）：This research was to clarify the issues necessary for mental care and 
support for supporters in the clinical disaster site by means of participatory action research and 
design thinking methods that repeatedly visit and survey the site continuously. In 2019, we 
conducted disaster research and mental care support for the 2019 East Japan Typhoon, and attempted 
to elucidate the psychological recovery effects of counseling and touch care. In 2020, we held an 
online international symposium on "Child-Centered Preschool Education for Sustainable Development" 
and discussed "children's rights." In 2021, we developed a disaster prevention education program for
 childcare workers and confirmed that it is training to learn the importance of life.

研究分野：教育心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、災害直後の臨床現場における心のケアと支援者支援に必要な課題を継続的に現地視察と調査を繰り返
すことで、保育者養成に応用可能な「命の大切さ」を学ぶことのできる防災教育プログラムを開発した点で社会
的意義は大きい。また、保育者が普段から愛着形成のために用いるタッチケアの脳内メカニズムを解明した点で
学術的な意義は深い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
大規模災害の初動対応の如何が被害の軽減やその後の応急対策に大きな影響を及ぼすなど、
発災直後から情報の収集・伝達等の臨機応変で的確な対応は極めて重要である（世界保健機関, 
2011）。特に、災害直後の災害ストレス（急性期のストレス）による認知能力の低下の原因を取
り除くことができれば、被災者や支援者に寄り添った心理的支援モデルの構築が可能になる。 
本研究課題は、9.11同時多発テロの心のケアガイド（フレデリックJ.スタッダードJr.ら, 2014）
や東日本大震災といった災害臨床現場での心のケアと支援者支援（小谷ら, 2015;Nishiura, 2012）
で浮き彫りとなった 3つの課題「災害直後の心理的介入」「災害ストレス」「レジリエンス」の解
明に焦点づける。次に、それらの知見を、従来の考え方やモノの見方に目を向け、改善し、生き
た知恵や教訓として防災教育で活用する。すなわちメタ認知（三宮, 2008）を使って創造的に考
え、学び続ける防災教育システムをデザインし、防災教育のパッケージ化を試みることである
（西浦, 2017; 前野・保井, 2014）。 
 
２．研究の目的 
災害臨床現場における心のケアと支援者支援に必要な 3 つの課題を継続的に現地視察と調査
を繰り返す参加型アクションリサーチ（Kemmis & McTaggart, 2005；武田,2015）やデザイン
思考（前野・保井, 2014）の手法により明らかにする。次に、保育臨床現場での防災教育プログ
ラムに活用する。 
 
３．研究の方法 
災害時の急性ストレス反応を、（研究１）災害直後の継続的な聞き取りによる災害ストレス反
応の発達的アセスメント・ツール開発と、（研究２）脳科学の知見を取り入れた心理学理論の構
築への示唆を得ることを目指す実証的研究である。 
 
４．研究成果 
４－１．災害ストレス反応から防災教育プログラムを開発する 
災害発生時の保育者は、「想定外」の事態でも「命を守る」という課題への発想（ひらめき）
と解決策（避難行動）が求められる。本研究では、参加学生 44 名を対象にして、防災教育プロ
グラムの教育効果の検討を行った。 
ここでは、2022 年度実施（2022 年 7月 2 日）の研修において、新たに追加した項目について、
被災地研修参加学生 44 名を対象に、研修前後を比較した。なお、共起ネットワーク分析を用い
て知識のネットワークの質的変化を、さらに t検定を用いて知識の増加量の変化を分析し、研修
プログラムの有効性を検討した。 
KH Coder を用いて、事前研修と事後研修のそれぞれの結果に対して前処理を実行し、先の分
析と同様に、テキストの単純集計を行った。その後、「災害発生時に必要となる行動」について、
事前・事後別に共起ネットワーク分析を行ったところ、図 1と図 2の結果が得られた。Jaccard
指数について、事前（0.18 から 0.56）と事後（0.42 から 0.64）の関係性の強さが数値にも表れ
ており、研修受講後の教育効果を示す結果となった。 



研修前後の抽出語「名詞」の変化について、「災害(4→67)」「場所(1→51)」「自分(15→43)」
「情報(7→30)」「状況(10→29)」が多く用いられた（t(12)=4.571, p < .001）。抽出語「サ変」
の変化について、「行動(1980)」「避難(475)」「判断(1152)」「発生(235)」「把握(526)」が多く用
いられた（t(13)=3.022, p < .01）。抽出語「形容動詞」「動詞」についても同様に、研修後に抽
出語が多く用いられる結果となった。 

 

図 1 研修前の「災害発生時に必要となる行動」の共起ネットワーク分析の結果 

図 2 研修後の「災害発生時に必要となる行動」の共起ネットワーク分析の結果 



研修前後の結果は以下の通りに集約される。 
①研修前後の抽出語の比較によって、研修後に、記述量が大きく増えている。 
②研修前は、「自分」を「守り」「冷静」に「判断」し、「行動」するといった防災に関す
る一般的知識が思い出される。避難行動、状況把握、安全確保、焦り、連絡、協力、災
害のまとまった知識を有していた。 
③研修終了後、「自分」を中心に「行動」「判断」「守る」といった関係性がより強くなり、
「津波」「子ども」「地域」「情報」を中心とした視点がもてるようになった。 

 
ここでの研修前後の抽出語の分析から、防災に関する知識量の増加と知識のネットワーク構
造の変化を促すことが実証された。このことから、本研修プログラムは、本研修が目的としてい
た「命の大切さ」を学ぶ研修プログラムになっており、質的・量的側面から裏付けられた教育効
果の高いプログラムであったと結論づけられた。 
 
４－２．脳科学の知見を取り入れた心理学理論の構築への示唆を得る 
本書『脳と学習－未来の学校に必要な知識』では、日本では一般的な教育心理学（発達・学習・
人格・適応・評価・学級・教師と児童の関係、教育方法、発達障害など）の領域に、ここ数十年
で発展の目覚ましい脳科学と健康科学の領域で分かっていることが盛り込まれている。そのた
め、これまでとは全く違った教育心理学のテキストになっている。例えば、記憶、創造性、感情、
思考といった認知心理学で扱う基礎的な事項から、メンタルトレーニング、ストレス、モチベー
ション、心の健康、食事や運動、睡眠に至る学校場面や日常生活場面で知っておくべきポイント
が述べられている。日本の教育現場だけでなく、一般的な職場にも、心の健康を維持・増進する
ことは、ICT 化やデジタル化の発展と同じく、持続可能な社会にとって必要な事柄である。 
 なぜ、持続可能な社会にとって、脳科学と健康科学の知見が必要なのか。それは、薬物、アル
コール、喫煙、お菓子、ギャンブル、ゲーム、スマートフォンなどが脳に脅威となることがわか
ってきたからである。教育関係者、教師、学校のリーダーであれば、学校生活の中で脳をできる
限り上手に働かせる方法、例えば、食事と睡眠、休憩の取り方について理解し、若者とすべての
学校関係者にとって、学校を活動しやすい環境にすることが求められるからである。 
 第一章「導入と概要」では、本書から学べる内容が示されている。自尊感情と自分への思いや
りが適度に保たれることで、快適な睡眠がもたらされる。また、衝動性をコントロールする術を
学ぶことで、社交性を高めることができる。場の空気を読む感覚を身につけることで、先々の見
通しがもてるだけでなく、他者の理解がたやすくなる。一方、現状維持を望み、解決できない場
合は、いじめ問題、ストレスに伴う病気、学力調査結果が悪くなるなどの問題が増えると考えら
れる。 
 第二章「記憶と記憶のしくみ」では、人の脳にとって最も重要な記憶と学習について解説して
いる。特に関心の高い事柄は、どうすれば記憶力が向上するかということになる。例えば、イメ
ージ、連想、感情、トラウマ、学習環境、思考と態度、繰り返し（反復練習）、体力トレーニン
グ、睡眠、休憩を扱う。 
 第三章「創造性とモチベーション」では、創造性の第一人者エドワード・デボノは「創造性が
なければ、発展はなく、私たちは永遠に同じパターンを繰り返す」、TED トークで有名なケン・
ロビンソンは「創造性は教育において読み書きできることと同じくらい重要で、同じステータス
を与える必要がある」を引用し、社会や学校、ビジネスの分野における創造性に力を入れるべき
と述べている。 
 第四章「メンタルヘルスと脳の可塑性」では、高いストレス負荷が一定期間かかると、脳が疲
労したり、燃え尽き症候群の状況になる可能性があることを学ぶ。エピジェネティクスという環
境が遺伝子に作用するという考え方についても触れる。 
 第五章「心理学と認知神経科学」では、様々な種類の思考があり、悪い思考を避け、良い思考
を習慣化することが大切であることを学ぶ。さらに、様々な活動の際に、脳のどの領域が最も活
性化されるか、脳内の神経伝達物質の変化などを扱う。 
第六章「感情と感情の処理能力」では、知的能力の教育だけでなく、感情教育の必要性につい
て考える。感情について学ぶことで、衝動性のコントロール能力を高め、様々なパフォーマンス
を高めることができる。 
第七章「メンタルトレーニングとストレスマネジメント」では、困難な状況に直面したときに、
脳と思考を最適に働かせるメンタルトレーニングを学ぶ。具体的には、瞑想やリラクゼーション、
マインドフルネスである。 
 第八章「運動、食事、睡眠」では、有酸素運動が記憶力の向上とストレス軽減に役立つことを
学ぶ。質の良い睡眠、適切な食事も大切である。 
 第九章「学校における人工知能」では、数十年先に起こりうる社会の大きな変化（自動運転車、
医療 AI、AI ベースの個別支援教育プログラム）を見据えて、「シンギュラリティ」と「ブレイ
ンスマート教育」を概観する。 
 第十章「神経教育学と学校についての議論」では、脳科学を取り入れた教員養成教育の必要性
について論じる。学校は、素晴らしい教師がたくさんいる一方、いじめや教師の離職率の高さ、
スマートフォンなどデジタル機器の利用問題が存在する。ここでは、これらの世界に共通する問
題についても取り上げる。 



 ここで扱った専門的な知識が教育現場に浸透して、数十年先に起こりうる社会の大きな変化
に対応できる資質をもった人づくり、未来の学校や社会に役立つことが期待される。 
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